
『
河
海
抄
』
の
漢
籍
引
用
に
関
す
る
一
考
察

―
―
「
尤
物
」
の
語
と
出
典
を
め
ぐ
っ
て
―
―

大

竹

明

香

一
、
は
じ
め
に

本
稿
で
は
、『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、『
河
海
抄
』
に
つ

い
て
考
察
す
る
。『
河
海
抄
』
の
注
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、『
源
氏
物
語
』
本

文
の
語
に
対
し
て
、『
日
本
紀
』
や
『
万
葉
集
』
な
ど
か
ら
漢
字
の
表
記
を
指

摘
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
源
註
拾
遺
』「
大
意
」
に
は
、

以
下
の
よ
う
に
（
１
）

あ
る
。

此
物
語
抄
物
の
大
部
な
る
は
河
海
そ
の
初
欤
。
然
る
に
暗
記
の
違
へ
る

欤
、
草
案
欤
、
傳
寫
の
誤
欤
、
日
本
紀
萬
葉
等
に
あ
り
と
て
ひ
か
れ
た
る

事
の
本
書
に
な
き
事
す
く
な
か
ら
す
。
後
に
よ
き
人
〳
〵
の
つ
ゝ
き
て
つ

く
り
給
へ
る
抄
と
も
ゝ
こ
れ
を
本
に
て
、
信
す
へ
き
人
の
し
た
ま
へ
る
こ

と
な
れ
は
、
い
つ
れ
も
つ
た
へ
て
根
源
を
考
か
へ
す
ひ
か
る
ゝ
ほ
と
に
、

た
ゝ
此
一
書
の
み
な
ら
す
、
假
名
物
語
に
出
来
と
い
て
く
る
抄
と
も
其
あ

や
ま
り
を
う
け
す
と
い
ふ
事
す
く
な
し
。
ま
こ
と
に
本
み
た
れ
ぬ
は
末
を

さ
ま
ら
す
と
い
ふ
事
よ
ろ
つ
に
わ
た
り
て
つ
ゝ
し
む
へ
き
事
な
り

『
河
海
抄
』
は
『
源
氏
物
語
』
の
「
抄
物
」
と
し
て
の
初
め
か
、
と
し
、
つ

づ
け
て
『
河
海
抄
』
の
注
の
「
不
詳
」
と
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

『
源
註
拾
遺
』
が
指
摘
す
る
「
日
本
紀
や
萬
葉
等
に
あ
り
と
て
ひ
か
れ
た
る
事

の
本
書
に
な
き
こ
と
す
く
な
か
ら
ず
」
は
、
そ
の
ま
ま
『
源
註
餘
滴
』
が
、
須

磨
巻
の
「
お
ほ
や
け
の
か
う
じ
」
に
『
河
海
抄
』
が
「
考
辭
日
本
紀
」
と
し
て

い
る
も
の
を
「
契
云
日
本
紀
に
見
へ
た
る
こ
と
な
し
」
と
し
て
指
摘
す
る
よ

（
２
）

う
に
、『
河
海
抄
』
が
そ
の
出
典
と
し
て
『
日
本
紀
』
と
明
記
し
て
い
る
『
日

本
書
記
』
が
、
現
存
す
る
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
、
そ
の
多
く
が
確
認
で
き

な
い
の
で
（
３
）

あ
る
。

こ
の
問
題
は
、『
河
海
抄
』
が
引
用
す
る
『
日
本
紀
』
に
限
っ
た
も
の
で
は

な
い
よ
（
４
）

う
だ
。『
源
註
拾
遺
』
で
は
そ
の
出
典
の
明
確
に
わ
か
ら
な
い
も
の
に

つ
い
て
、「
暗
記
の
違
へ
る
欤
、
草
案
欤
、
傳
寫
の
誤
欤
」
と
す
る
見
解
を
述
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べ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、『
河
海
抄
』
が
注
に
お
い
て
指
摘
す
る
漢
籍
引
用
に

つ
い
て
、
ま
た
引
用
さ
れ
て
い
る
「
語
句
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
そ

し
て
、
そ
の
注
が
付
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
『
河
海
抄
』
の
注
の
あ
り
方
を
問
う

て
み
た
い
。

二
、『
河
海
抄
』
の
漢
籍
引
用

こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
の
は
、『
源
氏
物
語
』
藤
裏
葉
巻
で
あ
る
。
該
当
場
面

を
、
以
下
に
引
用
（
５
）

す
る
。

七
日
の
夕
月
夜
、
影
ほ
の
か
な
る
に
、
池
の
鏡
の
ど
か
に
澄
み
わ
た
れ

り
。
げ
に
、
ま
だ
ほ
の
か
な
る
梢
ど
も
の
さ
う
ざ
う
し
き
こ
ろ
な
る
に
、

い
た
う
け
し
き
ば
み
横
た
は
れ
る
松
の
、
木
高
き
ほ
ど
に
は
あ
ら
ぬ
に
、

か
か
れ
る
花
の
さ
ま
、
世
の
常
な
ら
ず
お
も
し
ろ
し
。
例
の
弁
の
少
将
、

声
い
と
な
つ
か
し
く
て
葦
垣
を
う
た
ふ
。
大
臣
、「
い
と
け
や
け
う
も
仕

う
ま
つ
る
か
な
」
と
う
ち
乱
れ
た
ま
ひ
て
、「
年
経
に
け
る
こ
の
家
の
」

と
う
ち
加
へ
た
ま
へ
る
、
御
声
い
と
お
も
し
ろ
し
。
を
か
し
き
ほ
ど
に
乱

り
が
は
し
き
御
遊
び
に
て
、
も
の
思
ひ
残
ら
ず
な
り
ぬ
め
り
。

（
藤
裏
葉
③
四
三
九
―
四
四
〇
）

藤
裏
葉
巻
の
冒
頭
は
、
夕
霧
と
内
大
臣
（
か
つ
て
の
頭
の
中
将
）
家
の
娘
雲

居
雁
と
の
結
婚
を
認
め
る
た
め
に
、
藤
花
の
宴
が
催
さ
れ
、
招
待
さ
れ
た
夕
霧

が
出
向
い
て
い
く
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
夕
霧
と
雲
居
雁
は
、
祖
母
大
宮
の
も
と

で
育
て
ら
れ
、
互
い
に
想
い
合
う
仲
と
な
っ
た
が
、
后
が
ね
と
し
て
入
内
す
る

こ
と
を
望
ま
れ
て
い
た
雲
居
雁
は
、
父
で
あ
る
内
大
臣
に
よ
っ
て
、
夕
霧
と
長

い
間
引
き
離
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
藤
花
の
宴
は
、
事
実
上
、
内
大

臣
が
夕
霧
を
婿
と
し
て
受
け
入
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
当
該
場
面
は
、

宴
も
酣
に
な
り
、
弁
の
少
将
が「
葦
垣
」を
謡
う
の
で
あ
る
。
こ
の
催
馬
楽「
葦

垣
」
の
歌
詞
は
以
下
で
（
６
）

あ
る
。

葦
垣
真
垣

真
垣
か
き
わ
け

て
ふ
越
す
と

負
ひ
越
す
と

た
れ

て
ふ
越
す
と

誰
か
誰
か

こ
の
こ
と
を

親
に
申
よ
こ
し
申
し
し

と
ど
ろ
け
る

こ
の
家

こ
の
家
の

弟
嫁

親
に
申
よ
こ
し
け
ら
し
も

天
地
の

神
も
神
も

証
し
た
べ

我
は
申
よ
こ
し
申
さ
ず

菅
の
根
の

す
が
な

す
が
な
き
こ
と
を

我
は
聞
く
我
は
聞
く
か
な

（
催
馬
楽
）

弁
の
少
将
の
謡
っ
た
こ
と
を
受
け
た
、
内
大
臣
の
言
葉
で
は
、「
と
ど
ろ
け

る

こ
の
家
の
」
が
「
年
経
に
け
る
こ
の
家
の
」
に
変
え
ら
れ
る
。「
葦
垣
」

は
男
が
女
を
背
負
っ
て
真
垣
を
踏
み
越
え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
、
告
げ
口
さ

れ
た
と
い
う
内
容
を
謡
っ
て
い
る
も
の
。
そ
の
た
め
に
内
大
臣
は
、「
妙
な
歌

を
お
聞
か
せ
に
な
っ
て
」
と
し
て
、
言
葉
を
入
れ
替
え
た
の
だ
。

先
の
引
用
に
み
え
る
「
い
と
け
や
け
う
も
」
の
語
に
つ
い
て
、『
河
海
抄
』

は
次
の
よ
う
に
施
注
（
７
）

す
る
。
な
お
、
便
宜
上
引
用
箇
所
を
箇
条
書
き
に
し
、
番
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号
を
付
す
。

ケ
ヤ
ケ
シ

①
常
尤

文
選

②
選
梨
園
弟
子
中
尤
物

李
白
詩
後
序

③
由
来
尤
物
不
在
大
能
蕩
君
心
則
為
害
白
氏
文
集

八
駿
図

④
世
間
尤
物
難
留
連
々
々
々
易
銷
塞
北
花
江
南
雪

同

真
姫
墓

⑤
意
者
不
但
感
其
事
亦
欲
懲
尤
物

長
恨
哥
伝

陳
鴻

①
か
ら
⑤
の
一
連
の
注
に
お
い
て
、「
尤
」
の
字
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

注
意
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
と
り
わ
け
②
の
引
用
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
き

た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
②
に
つ
い
て
は
出
典
が
明
確
に
わ
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

②
の
本
文
の
出
典
に
つ
い
て
は
、
以
下
三
点
の
漢
籍
が
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。Ａ

『
太
平
（
８
）

廣
記
』
巻
第
二
〇
四

又

開
元
中
。
禁
中
初
重
木
芍
藥
。
卽
今
牡
丹
也
。
開
元
賓
花
木
記
云
。
禁
中

呼
木
芍
藥
爲
牡
丹
。
得
四
本
。
紅
紫
浅
紅
通
白
者
。
上
因
移
植
於
興
慶
池

東
沈
香
亭
前
。
會
花
方
繁
開
。
上
乗
照
夜
白
。
太
眞
妃
以
歩
輦
從
。
詔
特

選
梨
園
弟
子
中
尤
者
。
得
樂
十
六
部
。
李
甕
年
以
歌
壇
一
時
之
名
。
手
捧

檀
板
。
押
衆
樂
前
。
將
歌
之
。
上
曰
。
賞
名
花
。
對
妃
子
。
焉
用
舊
樂
詞

為
。
遂
命
甕
年
持
金
花
牋
。
宣
賜
李
白
。
立
進
清
平
調
辭
三
章
。（
中
略
）

上
自
是
顧
李
翰
林
。
尤
異
於
他
學
士
。
會
高
力
士
終
以
脱
靴
爲
深
恥
。
異

日
。
太
眞
妃
重
吟
前
詞
。
力
士
戯
曰
。
此
爲
妃
子
怨
李
白
。
深
入
骨
髄
。

何
反
挙
挙
如
是
。
太
眞
因
驚
曰
。
何
翰
林
學
士
能
辱
人
如
斯
。
力
士
曰
。

以
飛
燕
指
妃
子
。
是
賤
之
甚
矣
。
太
眞
頗
深
然
之
。
上
嘗
三
欲
命
李
白
官
。

卒
爲
宮
中
所
捍
而
止
。
出
松
牕
録

Ｂ
『
楊
太
真
（
９
）

外
伝
』
上
の
巻

先
、
開
元
中
、
禁
中
重
二

木
芍
薬
一。
即
今
牡
丹
。〔
開
元
天
宝
花
木
記
云
。

禁
中
呼
二

木
芍
薬
一

為
二

牡
丹
一

也
。〕
得
二

数
本
紅
紫
浅
紅
通
白
者
一、
上
因
移

植
二

於
興
慶
池
東
沈
香
亭
前
一。
会
花
方
繁
開
。
上
乗
二

照
夜
白
一、
妃
以
二

歩

輦
一

従
。
詔
選
二

梨
園
弟
子
中
尤
者
一、
得
二

楽
十
六
色
一。
李
亀
年
以
レ

歌
壇
二

一
時
之
名
一。
手
捧
二

壇
板
一、
押
二

衆
楽
前
一、
将
欲
レ

歌
レ

之
。
上
曰
、
賞
二

名

花
一、
対
二

妃
子
一、
焉
用
二

旧
楽
詩
一

為
。
遽
命
二

亀
年
一

持
二

金
花
牋
一、
宣
―
二

賜

翰
林
学
士
李
白
一、
立
進
二

清
平
楽
詞
三
篇
一。
承
レ

旨
、
猶
苦
二

宿
酲
一、
因
援
レ

筆
賦
レ

之
。（
中
略
）

亀
年
俸
レ

詞
進
、
上
命
二

梨
園
弟
子
一

略
約
二

詞
調
一、
撫
二

糸
竹
一、
遂
促
二

亀

年
一

以
歌
。
妃
持
二

玻
璃
七
宝
杯
一、
酌
二

西
涼
州
葡
萄
酒
一、
笑
領
レ

歌
、
意
堪

厚
。
上
因
調
二

玉
笛
一

以
倚
レ

曲
。
毎
二

曲
編
将
�

換
、
則
遅
二

其
声
一

以
媚
レ

之
。

妃
飲
罷
、
斂
二

繍
巾
一

再
拝
。
上
自
レ

是
顧
二

李
翰
林
一

尤
異
二

於
他
学
士
一。
会

力
士
終
以
レ

脱
レ

靴
為
レ

恥
。
異
日
、
妃
重
吟
二

前
詞
一、
力
士
戯
曰
、
始
為
下

妃
子
怨
二

李
白
一

深
入
中

骨
髄
上、
何
翻
挙
挙
如
レ

是
耶
。
妃
子
驚
曰
、
何
学
士

能
辱
レ

人
如
レ

欺
。
力
士
曰
、
以
二

飛
燕
一

指
二

妃
子
一、
賤
レ

之
堪
矣
。
妃
深
然
レ
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之
。
上
嘗
三
欲
レ

命
二

李
白
官
一、
卒
為
二

宮
中
所
�

捍
而
止
。

Ｃ
『
詩
林
（
１０
）

廣
記
』
巻
之
三

清
平
調
辭
三
章

其
一

雲
想
衣
裳
花
想
容
春
風
拂
檻
露
華
濃
若
非
群
玉
山
頭
見
會
向
瑤
臺
月
下
逢

其
二

一
枝
紅
豔
露
凝
香
雲
兩
巫
山
枉
断
腸
借
問
漢
宮
誰
得
似
可
憐
飛
燕
倚
新
粧

其
三

名
花
傾
國
兩
相
歡
長
得
君
王
帶
笑
看
解
釋
春
風
無
限
恨
�
香
亭
北
倚
欄
干

李
白
集
後
序
云
開
元
中
禁
中
初
重
木
芍
藥
卽
今
牡
丹
也
得
四
本
紅
紫
浅

通
白
者
上
因
移
植
興
慶
池
東
�
香
亭
前
會
花
繁
開
上
乗
照
夜
車
眞
妃
以
歩

輦
從
詔
選
梨
園
弟
子
中
尤
者
得
樂
十
六
色
李
龜
年
以
歌
名
檀
一
時
捧
檀
板

將
前
歌
之
上
曰
賞
名
花
對
妃
子
何
用
舊
樂
辭
遽
命
持
金
花
牋
賜
翰
林
李
白

立
進
清
平
調
辭
三
章
白
欣
然
承
詔
援
筆
賦
之
龜
年
以
歌
辭
進
上
命
梨
園
弟

子
略
約
調
撫
絲
竹
促
龜
年
歌
之
眞
妃
持
玻
璃
七
寶
杯
酌
西
涼
州
葡
萄
酒
笑

領
歌
辭
意
甚
厚
也
上
因
調
玉
笛
倚
曲
毎
遍
將
換
則
遲
其
聲
以
媚
之
眞
妃
飲

罷
斂
繡
巾
重
拜
上
自
是
顧
李
翰
林
尤
異
於
諸
學
士
矣

Ａ
で
引
用
し
た
『
太
平
廣
記
』
の
本
文
は
、「
李
甕
年
」
の
次
に
「
又
」
と

し
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
末
尾
に
「
出
松
牕
録
」
と
あ
り
、

出
典
を
『
松
牕
録
』
と
し
て
い
る
。
李
白
に
つ
い
て
、
ま
た
「
清
平
調
詩
」
に

つ
い
て
の
内
容
で
あ
る
が
、『
河
海
抄
』
に
あ
る
「
李
白
詩
後
序
」
の
記
述
と

の
関
わ
り
が
明
白
に
は
わ
か
ら
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
措
く
。

Ｂ
の
『
楊
太
真
外
伝
』
は
、『
漢
籍
解
題
事
典
』
に
（
１１
）

よ
る
と
、「
宋
の
文
言
小

説
。
楽
史
（
九
三
〇
―
一
〇
〇
七
）
撰
」
と
あ
り
、
版
本
は
「『
顧
氏
文
房
小

説
』（
清
の
乾
隆
五
十
七
年
〈
一
七
九
二
〉
刊
）、『
唐
人
説
薈
』（
清
の
道
光
二

十
三
年
〈
一
八
四
三
〉
刊
）、
魯
迅
『
唐
宋
伝
奇
集
』（
一
九
五
二
、
北
京
人
民

出
版
社
刊
）
等
が
あ
る
。
訳
注
に
、
竹
田
晃
・
檜
垣
馨
二
『
緑
珠
伝
・
楊
太
真

外
伝
・
夷
堅
志
他
』（
中
国
古
典
小
説
撰
、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）
が
あ

る
」
と
あ
る
。
ま
た
Ｃ
の
『
詩
林
広
記
』
に
つ
い
て
は
「
詩
話
集
。
南
宋
の
蔡

正
孫
（
一
二
七
九
前
後
在
世
）
の
撰
。
二
十
巻
。
正
孫
の
字
は
粋
然
、
自
ら
蒙

斎
野
逸
と
号
し
た
。
自
序
に
よ
れ
ば
己
丑
（
元
の
世
祖
の
至
元
二
十
六
年
〈
一

二
八
九
〉）
の
作
。
前
集
十
巻
に
は
、
陶
淵
明
・
杜
甫
・
李
白
・（
中
略
）
等
二

十
八
人
を
選
び
、
詩
・
詩
話
を
載
せ
て
い
る
。
陳
眉
公
秘
笈
本
は
前
後
合
わ
せ

て
四
巻
と
す
る
。
日
本
で
は
宇
都
宮
由
的
が
前
集
、
鵜
飼
真
昌
が
後
集
に
校
点

を
施
し
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
中
野
吉
右
衛
門
が
刊
行
し
て
い
る
」
と
あ

る
。現

在
見
る
こ
と
の
で
き
る
『
詩
林
広
記
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
『
和
刻
本

漢
籍
随
筆
集

第
十
八
輯
』
が
あ
り
、
こ
れ
は
寛
文
八
年
跋
刊
本
で
あ
る
。
長

澤
規
矩
也
氏
の
解
題
に
は
、「
首
に
弘
治
十
年
〔
一
四
九
七
〕
張
鼐
の
序
を
自

序
の
前
に
掲
げ
た
。
卽
ち
、
こ
の
弘
治
刊
本
が
和
刻
本
の
祖
本
で
あ
ら
う
。
そ

の
弘
治
十
年
序
刊
本
と
い
ふ
も
の
は
靜
嘉
堂
文
庫
藏
書
中
に
あ
り
、
舊
板
が
摩

滅
し
た
の
で
、
濟
南
の
張
鼐
が
子
に
命
じ
て
校
正
せ
し
め
て
、
半
閑
堂
に
刊
し
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た
本
で
あ
る
」
と
あ
る
。

ど
ち
ら
も
成
立
は
宋
代
で
あ
る
か
ら
、
日
本
に
入
っ
て
き
て
い
れ
ば
『
河
海

抄
』
が
見
る
こ
と
が
で
き
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、

『
河
海
抄
』
の
引
用
に
は
「
李
白
詩
後
序
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、『
詩
林
広
記
』
に
あ
る
「
李
白
集
後
序
云
」
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う

か
。だ

と
す
れ
ば
、
こ
の
『
詩
林
広
記
』
を
『
河
海
抄
』
が
見
ら
れ
た
可
能
性
が

あ
る
か
ど
う
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

三
、『
詩
林
広
記
』
と
『
梅
花
無
尽
蔵
』

日
本
に
お
け
る
『
詩
林
広
記
』
の
享
受
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の

か
。
そ
の
こ
と
を
文
学
作
品
に
お
け
る
『
詩
林
広
記
』
の
引
用
か
ら
確
認
し
て

み
た
い
。

『
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集
』
は
寛
文
八
年
跋
刊
本
で
あ
る
か
ら
、『
漢
籍
解
題

事
典
』
に
あ
る
説
明
に
相
違
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、「
和
刻
本
の
祖
本

で
あ
ら
う
」
と
長
澤
氏
の
い
わ
れ
る
弘
治
刊
本
は
、
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
中
世
期
の
文
学
作
品
の
中
か
ら
、
五
山
文
学
に
つ
い
て
、

『
詩
林
広
記
』
と
の
関
わ
り
を
見
て
い
く
。

参
照
さ
れ
る
の
は
、『
詩
林
広
記
』
に
つ
い
て
の
、
五
山
文
学
作
品
の
『
梅

花
無
尽
蔵
』
で
あ
る
。『
梅
花
無
尽
蔵
』
は
万
里
集
九
の
記
し
た
詩
文
集
で
あ

る
。
万
里
集
九
は
お
お
よ
そ
、
室
町
末
期
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た

人
物
だ
。

そ
こ
で
、『
梅
花
無
尽
蔵
』
の
本
文
を
あ
げ
、
詳
し
く
考
察
し
た
い
。
な
お
、

『
梅
花
無
尽
蔵
』
引
用
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
『
群
書
類
従
』
か
ら
引
く

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、『
群
書
類
従
』
本
に
は
、
第
七
の
は
じ

め
以
降
の
本
文
が
欠
け
て
い
る
。
従
っ
て
本
稿
に
お
い
て
は
、『
五
山
文
學

（
１２
）

新
集
』
か
ら
本
文
を
用
い
る
。
ま
た
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、『
群
書
（
１３
）

類
従
』
及

び
、『
梅
花
無
尽
蔵
（
１４
）

注
釈
』
も
参
照
し
た
。

三
下

明
應
七
年
戊
午

柳
塘
春
水
元
宵
前
一
日
、
南
豊
方
丈
會
、
住
持
鑑
湖
月
、

續
群
書
類
從
本
「
愈
」
字
ヲ
「
兪
」

ニ
「
棒
」
字
ヲ
「
鋒
」
ニ
作
ル

梅
丈
詩
開
山
祖
師
、
柳
塘
春
水
讃
談
來
、
萬
條
金
縷
波
肥
後
、
結
作
黄
衣

献
住
持
、
劉
後
村
、
梅
二
丈
聖
愈
詩
、
爲
宋
詩
之
開
山
祖
詩
、
詳
見
詩
林
廣
記
後
集
梅
聖

愈
之
部
、
聖
愈
亦
評
嚴
維
柳
塘
春
水
漫
、
花
塢
夕
陽
遲
之
一
聯
、
見
（
マ
ヽ
）

こ
こ
で
は
割
注
に
お
い
て
『
詩
林
広
記
』
の
書
名
が
確
認
で
き
る
。

『
梅
花
無
尽
蔵
』
の
注
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
中
川
徳
之
助
氏
が
、
本
文

中
に
記
さ
れ
て
い
る
注
に
つ
い
て
こ
れ
が
自
注
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
後
代

の
者
の
注
で
あ
る
の
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
（
１５
）

い
る
。
氏
に
よ

れ
ば
、
新
井
白
石
と
安
積
澹
泊
と
の
往
復
書
簡
で
あ
る
『
新
案
手
簡
』
に
は
、

多
く
の
自
注
の
他
に
「
本
光
国
師
」
の
注
も
ま
じ
っ
て
い
る
と
の
記
述
が
見
え
、

こ
の
「
本
光
国
師
」
と
は
、
江
戸
時
代
始
め
の
以
心
崇
伝
を
示
し
て
い
る
と
い

う
。
し
た
が
っ
て
、『
梅
花
無
尽
蔵
』
の
注
記
に
は
、
以
心
崇
伝
の
書
き
入
れ
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も
混
じ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
書
き
入
れ
が
疑
わ
れ
る
箇
所
は
、

三
箇
所
ほ
ど
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

中
川
氏
は
、
万
里
集
九
の
創
作
態
度
に
つ
い
て
の
考
察
に
お
い
て
、
こ
の
自

注
か
否
か
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
り
、
結
論
と
し
て
「
ほ
と
ん
ど
が
万
里
自
身

の
手
に
な
る
も
の
と
わ
た
く
し
は
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
『
梅

花
無
尽
蔵
』
の
自
注
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
小
野
泰
男
「
五
山
文
学
の

自
注
―
『
梅
花
無
尽
蔵
』
を
中
心
に
―
」
に
お
い
て
、
中
川
氏
の
論
を
踏
襲
し

つ
つ
「
自
注
」
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
（
１６
）

い
る
。

先
に
あ
げ
た
『
梅
花
無
尽
蔵
』
の
「
柳
塘
春
水
」
に
あ
る
傍
線
部
を
含
む
注

に
つ
い
て
は
、『
新
案
手
簡
』
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
三
箇
所
に
は
含
ま

れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
万
里
集
九
の
自
注
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
万

里
集
九
は
『
詩
林
広
記
』
を
読
ん
で
い
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
内
山
精
也
「
万
里
集
九
と
宋
詩
」
に
お
い
て
、
万
里
や

五
山
僧
の
多
く
が
「
蘇
黄
」、
蘇
軾
と
黄
庭
堅
の
作
品
を
愛
読
し
て
い
た
こ
と
、

く
わ
え
て
、『
梅
花
無
尽
蔵
』
に
は
、「
蘇
黄
」
の
他
に
も
宋
代
詩
人
の
名
が
多

く
見
ら
れ
、
万
里
は
広
く
宋
代
全
体
の
詩
を
愛
読
し
て
い
た
と
述
べ
、
以
下
の

よ
う
に
指
摘
し
て
（
１７
）

い
る
。

で
は
、
万
里
は
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
宋
代
詩
人
の
作
品
を
、
如
何
に
し
て

知
り
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
蘇
黄
」
お
よ
び
陸
游
、
楊
万
里
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
も
五
山
に
お
け
る
翻
刻
本
（
五
山
版
）
が
現
存
す
る
。
よ
っ

て
万
里
に
と
っ
て
も
入
手
困
難
で
は
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

そ
の
他
の
詩
人
の
作
品
や
逸
事
の
多
く
は
、
お
そ
ら
く
『
�
渓
漁
隠
叢

話
』
前
後
集
、『
詩
人
玉
屑
』、『
詩
林
広
記
』
前
後
集
等
の
詩
話
総
集
や
、

『
唐
宋
聯
珠
詩
格
』、『
古
文
真
宝
』
等
の
作
詩
作
文
教
本
を
情
報
源
と
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
中
、『
�
渓
漁
隠
叢
話
』
は
南
宋
初
期
の
成

立
で
北
宋
末
ま
で
の
詩
人
を
対
象
と
す
る
詩
話
集
で
あ
る
。
そ
の
他
は
す

べ
て
南
宋
末
か
ら
元
初
か
け
て
作
ら
れ
通
行
し
た
テ
キ
ス
ト
で
、
南
宋
の

作
品
を
も
収
録
す
る
。『
詩
人
玉
屑
』、『
唐
宋
聯
珠
詩
格
』、『
古
文
真
宝
』

の
三
書
に
は
五
山
版
が
あ
り
（
川
瀬
一
馬
『
五
山
版
の
研
究
』
一
九
七
〇

年
）、
五
山
僧
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
漢
詩
漢
文
の
教
材

で
あ
っ
た
。（
残
り
の
二
書
に
つ
い
て
は
、『
梅
花
無
尽
蔵
』
に
言
及
が
あ

る
）。

右
の
わ
た
く
し
に
傍
線
を
付
し
た
箇
所
に
あ
る
よ
う
に
、『
梅
花
無
尽
蔵
』

に
お
け
る
注
に
見
え
る
『
詩
林
広
記
』
の
書
名
は
、
万
里
集
九
が
『
詩
林
広
記
』

を
読
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と

れ
よ
う
。

次
に
『
詩
林
広
記
』
に
お
い
て
李
白
に
関
す
る
事
柄
が
ど
の
よ
う
に
詠
ま
れ

て
い
る
の
か
、
及
び
李
白
の
「
清
平
調
詩
」
に
関
す
る
詩
を
見
て
い
く
。

三
下

清
平
調

〔
譯
カ
〕

一
斗
百
篇
盃
不
乾
、
誤
編
仙
部
太
無
端
、
開
元
新
澤
清
平
調
、
金
粟
如
來

説
牡
丹
、
三
日
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三
下

李
太
白
醉
畫
賛
序
見
第
七

春
醉
鬚
香
喚
不
驚
、
烏
靴
聲
向
御
前
輕
、
朝
青
蓮
又
暮
金
粟
、
一
斗
盃
支

竺
�
、

三
下

紅
牡
丹
圖

沈
香
亭
北
笛
摧
盃
、
四
種
牡
丹
紅
獨
開
、
從
唱
清
平
新
曲
調
、
五
雲
上
置

翰
林
才
、

〔
太
〕

七

題
大
白
醉
象
圖
詩
序
詳
見
第
三
下
、

〔
太
〕

〔
太
〕

潮
州
迦
葉
司
馬
、
問
李
大
白
、
以
李
大
白
以
其
爲
人
、
大
白
自
答
、
有
一

〔
潮
〕

絶
云
、
青
蓮
居
士
謫
仙
人
、
酒
肆
藏
名
三
十
春
、
湖
州
司
馬
何
須
問
、
金

粟
如
來
是
後
身
、
蓋
周
汾
陽
所
誦
拗
体
者
也
、
蒙
齋
方
寸
翁
所
編
詩
格
載

之
、
第
一
二
之
兩
句
鷆
倒
、
以
爲
正
体
、
實
有
據
乎
哉
、
青
蓮
居
士
、
即

〔
太
〕

〔
太
〕

大
白
之
自
號
也
、
發
迹
經
曰
、
淨
名
大
士
是
徃
古
金
粟
如
来
云
々
、
大
白

〔
太
〕

星
其
後
身
也
、
開
元
中
、
沈
香
亭
四
種
之
牡
丹
、
各
媚
春
也
、
大
白
時
爲

翰
林
學
士
、
進
清
平
調
三
�
、
眞
妃
持
玻
璃
七
寳
之
盃
、
酌
西
凉
州
葡
萄

〔
讃
カ
〕〔
太
〕

之
酒
、
三
郎
因
吹
玉
笛
數
聲
、
遂
及
高
將
軍
以
飛
燕
之
�
、
譛
大
白
於

眞
妃
、
且
似
無
端
哉
、
今
不
拘
本
傳
、
而
齋
所
自
號
之
一
而
已
、

こ
れ
ら
四
詩
は
い
ず
れ
も
李
白
に
関
す
る
事
柄
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

特
に
「
題
大
白
醉
象
圖
詩
序
」
は
、
李
白
の
「
清
平
調
詩
」
に
つ
い
て
、『
舊

唐
書
』
や
『
新
唐
書
』
な
ど
の
正
史
に
は
な
い
事
柄
を
、
万
里
集
九
が
自
ら
詩

に
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
、
は
じ
め
の
傍
線
部
に
は
『
詩
林
広
記
』
を
記
し
た
蔡

正
孫
の
名
が
見
え
る
。
た
だ
し
、
二
重
線
部
に
つ
い
て
は
、『
詩
林
広
記
』
に

は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
例
え
ば
、『
唐
才
（
１８
）

子
傳
』
や
『
太
平
廣
記
』、『
楊
太
真

外
伝
』
な
ど
を
参
照
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。「
今
不
拘
本
傳
、

而
齋
所
自
號
之
一
而
已
」、「
本
傳
」（
正
史
）
に
は
無
い
も
の
も
、
万
里
自
身

が
こ
こ
に
付
け
加
え
た
、
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
『
梅
花
無
尽
蔵
』
に
は
、
李
白
及
び
「
清
平
調
詩
」
に
関
す
る

事
柄
を
詠
じ
て
い
る
も
の
が
い
く
つ
も
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
は
『
舊

唐
書
』
や
『
新
唐
書
』
な
ど
の
正
史
に
は
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、
万
里
集
九
が
『
詩
林
広
記
』
や
そ
の
他
の
漢
籍
に
十
分
触
れ
る

機
会
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

四
、『
河
海
抄
』
の
「
尤
物
」
に
つ
い
て

話
を
『
河
海
抄
』
に
も
ど
そ
う
。『
河
海
抄
』
は
四
辻
善
成
が
記
し
た
『
源

氏
物
語
』
の
注
釈
書
で
、
貞
治
年
間
（
一
三
六
二
〜
一
三
六
八
）
に
成
立
し
た

も
の
で
（
１９
）

あ
る
。『
河
海
抄
』
の
注
の
特
色
と
し
て
、『
源
氏
物
語
』
本
文
に
対
し

て
、
徹
底
し
て
准
拠
を
求
め
る
（
２０
）

姿
勢
や
、
和
語
に
対
し
て
漢
語
を
用
い
て
注
を

付
け
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
（
２１
）

れ
る
。
そ
の
中
に
は
、
知
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、

膨
大
な
漢
籍
の
引
用
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
『
源
氏
物
語
』
の
藤
裏
葉
巻
の
「
い
と
け
や
け
う
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も
」
に
つ
い
て
も
、『
河
海
抄
』
は
①
か
ら
⑤
ま
で
、
全
て
漢
籍
か
ら
引
用
し

て
い
る
。
①
の
『
文
選
』
は
第
十
七
巻
、
陸
士
衡
「
文
賦
�
序
」
に
あ
る
以
下

の
部
（
２２
）

分
で
、

普
三

辭
條
余
二

文
律
一、
良
余
膺
之
所
レ

服
。
練
二

世
情
之
常
尤
一

、
識
二

前
脩
之

所
�

淑
。

つ
づ
く
③
④
は
、『
白
氏
文
集
』
所
収
の
以
下
の
詩
の
一
節
で
あ
る
。

八
駿
圖

由
來
尤
物
不
レ

在
レ

大
。
能
蕩
二

君
心
一

則
爲
レ

害
。

眞
娘
墓

世
間
尤
物
難
二

留
連
一

難
二

留
連
一

易
二

銷
歇
一

塞
北
花

江
南
雪

ま
た
⑤
は
、
陳
鴻
撰
の
『
長
恨
歌
伝
』
の
一
節
で
あ
る
。

樂
天
因
爲
二

長
恨
歌
一。
意
者
不
三

但
感
二

其
事
一、
亦
欲
下

懲
二

尤
物
一、
窒
二

亂
階
一、

垂
中

於
將
來
上

也
。

と
こ
ろ
で
『
河
海
抄
』
に
は
「
け
や
け
し
」
の
語
に
つ
い
て
、
こ
の
藤
裏
葉

巻
以
前
に
も
言
及
し
て
い
た
。
初
音
巻
に
見
え
る
以
下
の
叙
述
に
つ
い
て
の
注

で
あ
る
。

い
と
ど
な
ま
め
か
し
さ
添
ひ
て
な
つ
か
し
け
れ
ば
、
新
し
き
年
の
御
騒
が

れ
も
や
と
つ
つ
ま
し
け
れ
ど
、
こ
な
た
に
と
ま
り
ぬ
。
な
ほ
、
お
ぼ
え
こ

と
な
り
し
か
ど
、
方
々
に
心
お
き
て
思
す
。
南
の
殿
に
は
、
ま
し
て
め
ざ

ま
し
が
る
人
々
あ
り
。

ま
だ
曙
の
ほ
ど
に
渡
り
た
ま
ひ
ぬ
。
か
く
し
も
あ
る
ま
じ
き
夜
深
さ
ぞ

か
し
と
思
ふ
に
、
な
ご
り
も
た
だ
な
ら
ず
あ
は
れ
に
思
ふ
。
待
ち
と
り
た

ま
へ
る
、
は
た
、
な
ま
け
や
け
し
と
思
す
べ
か
め
る
心
の
中
は
ば
か
ら
れ

た
ま
ひ
て
、「
あ
や
し
き
う
た
た
寝
を
し
て
、
若
々
し
か
り
け
る
い
ぎ
た

な
さ
を
、
さ
し
も
お
ど
ろ
か
し
た
ま
は
で
」
と
御
気
色
と
り
た
ま
ふ
も
を

か
し
く
見
ゆ
。

（
初
音
③
一
五
〇
―
一
五
一
）

こ
れ
は
、
光
源
氏
の
六
条
院
造
営
後
初
め
て
迎
え
る
新
年
早
々
の
場
面
で
あ

る
。
主
人
た
る
光
源
氏
は
、
冬
の
町
に
住
ま
う
明
石
の
君
の
も
と
に
泊
ま
る
の

で
あ
る
。
明
石
の
君
と
は
、
光
源
氏
の
一
人
娘
を
産
ん
だ
女
君
で
あ
る
が
、
受

領
の
娘
で
あ
る
た
め
、
こ
の
時
は
わ
が
子
の
養
育
を
紫
の
上
へ
託
す
よ
り
ほ
か

な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
六
条
院
に
住
ま
う
女
君
た
ち
の
序
列
を
考
え
れ
ば
、
明

石
の
君
の
お
か
れ
る
状
況
は
、
新
年
早
々
光
源
氏
が
一
晩
を
過
ご
す
に
値
し
な

い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
他
の
女
君
た
ち
、
ま
た
春
の
町
に
住
ま
う
紫
の
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上
付
の
女
房
た
ち
の
心
情
が
語
ら
れ
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
紫
の
上
の
心
情
を

も
想
像
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
傍
線
部
、
紫
の
上
の
心
の
中
は
「
は
た
、

な
ま
け
や
け
し
と
思
す
…
」
と
光
源
氏
は
思
う
の
で
あ
る
。『
河
海
抄
』
は
以

下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

ま
ち
と
り
給
へ
る
は
た
な
ま
け
や
け
し
と
お
ほ
す

ケ
ヤ
ケ
キ
モ
ノ

①
好
物
文
集

十
二

尤
者
同
廿
六
け
や
け
し
と
善
悪
に
つ
け
て
す
さ
ま
し
く
お
そ
き

〔
真
本
心
歟
〕

〔
真
本
也
ナ
シ
〕

や
う
な
る
心
也
す
く
れ
な
か
ら
も
也
ほ
け
〳
〵
と
し
た
る
す
か
た
に
は

あ
ら
ぬ
也

②
選
梨
園
弟
子
中
尤
物
李
白
詩
後
序

③
由
来
尤
物
不
在
大
能
蕩
君
心
則
為
害
白
氏
文
集
八
駿
図

④
世
間
尤
物
難
留
連
々
々
々
易
銷
塞
北
花
江
南
雪
同
真
姫
墓

⑤
意
者
不
但
感
其
事
亦
欲
懲
尤
物
窒
乱
階
垂
於
将
来
也
陳
鴻
伝

長
恨
哥

大
鏡
云
古
今
撰
せ
ら
れ
し
お
り
貫
之
を
召
い
た
し
て
和
哥
つ
か
う
め
つ

ら
し
め
給
け
り

こ
と
夏
は
い
か
ゝ
泣
け
ん
時
鳥
こ
の
く
れ
は
か
り
あ
や
し
き
は
な
し

こ
れ
を
た
に
け
や
け
き
こ
と
ゝ
思
い
た
ま
へ
し
に
と
あ
り

②
か
ら
⑤
の
引
用
は
、
こ
の
初
音
巻
と
先
の
藤
裏
葉
巻
と
は
一
致
す
る
。
こ
う

し
た
反
復
か
ら
、
何
が
読
み
と
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
『
河
海
抄
』

の
引
用
す
る
漢
籍
は
、
何
を
示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

当
該
箇
所
の
『
河
海
抄
』
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
河
野
貴
美
子
氏
が
、『
白

氏
文
集
』
を
意
識
し
た
『
河
海
抄
』
の
読
み
を
提
示
す
る
姿
勢
を
指
摘
し
て

（
２３
）

い
る
。
確
か
に
、
多
く
は
白
居
易
の
詩
の
引
用
が
目
立
つ
。
た
だ
こ
こ
で
は
、

『
白
氏
文
集
』
に
関
わ
る
漢
籍
の
引
用
の
前
に
あ
る
、「
李
白
詩
後
序
」
と
し

て
引
用
さ
れ
る
「
選
梨
園
弟
子
中
尤
物
」
の
部
分
に
、
注
目
し
た
い
。『
河
海

抄
』
は
な
ぜ
、「
選
梨
園
弟
子
中
尤
物
」
の
一
文
を
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

当
該
箇
所
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
検
討
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
①
か
ら
⑤
の
う
ち
、
①
の
み
に
「
ケ
ヤ
ケ
シ
」
と
訓
が
付
し
て
あ
る
。

『
日
本
国
語
大
（
２４
）

辞
典
』
に
は
「
け
や
―
け
し
い
【
尤
】
①
著
し
く
普
通
と
は
異

な
っ
て
い
る
。
異
様
で
き
わ
だ
っ
て
い
る
。」
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、『
大
漢
和

（
２５
）

辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
常
尤
」
は
「
あ
た
り
ま
へ
の
と
が
。
普
通
の
過
失
。
尤

は
過
。」
と
あ
り
、『
源
氏
物
語
』
本
文
の
「
い
と
け
や
け
う
も
」
の
「
け
や
け

し
」
に
対
す
る
「
尤
」
の
字
の
訓
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
つ
づ

く
②
か
ら
⑤
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
②
③
④
⑤
は
全
て
「
尤
物
」
と
な
っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
ま
ず
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
か
ら
見
て
み
る
。「
ゆ

う
ー
ぶ
つ
【
尤
物
】
①
す
ぐ
れ
た
も
の
。
め
だ
つ
代
表
的
な
も
の
。」
つ
づ
い

て
『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
「
①
す
ぐ
れ
て
よ
い
も
の
。
逸
物
。
逸
品
。
②
美
人
。

美
女
。」と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
①
と
②
③
④
⑤
は
少
々
言
葉
の
意
が
異
な
っ

て
い
る
。
①
は
『
源
氏
物
語
』
の
本
文
に
対
応
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
②
③

④
⑤
は
対
照
的
に
、
す
ぐ
れ
て
い
る
も
の
、
美
し
い
も
の
の
意
を
示
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
②
は
『
河
海
抄
』
に
お
い
て
は
「
尤
物
」
と
な
っ
て
い
る
が
、『
楊

太
真
外
伝
』
や
『
詩
林
広
記
』
に
お
い
て
は
、「
物
」
で
は
な
く
「
者
」
と
な
っ
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て
い
る
。
な
お
、『
四
庫
全
書
』
所
収
『
李
太
白
集
注
』
巻
三
十
、
同
巻
三
十

五
、
集
分
類
補
同
『
李
太
白
註
』
別
集
序
な
ど
に
も
、
全
て
「
者
」
と
な
っ
て

（
２６
）

い
る
。
こ
れ
は
は
た
し
て
『
河
海
抄
』
の
間
違
い
か
と
い
え
ば
、
必
ず
し
も
そ

う
と
は
言
え
ま
い
。「
尤
物
」
と
し
て
引
用
を
そ
ろ
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
、『
河

海
抄
』
の
意
図
を
見
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
河
野
氏
は
、
当
該
箇

所
の
引
用
に
つ
い
て
、
清
代
の
王
琦
が
編
ん
だ
『
李
太
白
（
２７
）

文
集
』
に
以
下
の
序

文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

巻
之
三
十
一
、
附
録
一
、
李
翰
林
別
集
序

朝
散
大
夫
尚
書
職
方
員
外
郎
直
史
館
上
桂
國
樂
史
述

詔
選
梨
園
弟
子
中
尤
者
得
樂
一
十
六
色
。

序
文
は
巻
首
に
残
さ
れ
る
場
合
と
巻
末
に
移
さ
れ
る
場
合
と
が
あ
る
た
め
、

『
河
海
抄
』
に
あ
る
「
後
序
」
と
は
、
こ
の
楽
史
述
の
「
李
翰
林
別
集
序
」
を

示
し
て
い
る
こ
と
も
た
し
か
に
考
え
ら
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
で
、
明
確
に
「
李
白

集
後
序
」
と
あ
る
こ
と
を
重
く
み
る
な
ら
ば
、『
詩
林
広
記
』
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

Ｃ
で
引
用
し
た
『
詩
林
広
記
』
の
該
当
箇
所
に
は
「
詔
シ
テ

選
テ

梨
園
ノ

弟
子
ノ

ケ
ヤ
ケ
キ

尤
＿

者
ヲ

」
と
あ
り
、
寛
文
八
年
跋
刊
本
に
は
、「
ケ
ヤ
ケ
キ
」
と
訓
が
あ
る
。

こ
こ
か
ら
は
あ
く
ま
で
も
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、『
河
海
抄
』
は
こ
の
「
ケ
ヤ

ケ
キ
」
と
い
う
訓
に
よ
っ
て
該
当
箇
所
の
引
用
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
た
だ
し
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、『
河
海
抄
』
の
理
解
と
し
て
、
こ
こ

で
は
「
者
」
で
は
な
く
「
尤
物
」
と
し
て
、
注
を
そ
ろ
え
て
（
２８
）

い
る
。
つ
ま
り
『
源

註
拾
遺
』
が
述
べ
る
「
然
る
に
暗
記
の
違
へ
る
欤
、
草
案
欤
、
傳
寫
の
誤
欤
」、

と
さ
れ
た
ご
と
き
、
暗
記
の
違
い
や
伝
写
の
違
い
な
ど
で
は
な
く
、
こ
こ
に『
河

海
抄
』
の
注
の
姿
勢
を
看
取
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
刊
本
の
『
詩
林
広
記
』
が
「
ケ
ヤ
ケ
キ
モ
ノ
」
と
訓
読
し
て

い
る
よ
う
に
、
仮
に
『
河
海
抄
』
が
『
詩
林
広
記
』
の
テ
キ
ス
ト
を
見
て
い
た

と
す
れ
ば
、「
訓
を
付
す
」
と
い
う
『
河
海
抄
』
の
注
の
特
徴
に
、
該
当
箇
所

も
加
え
得
る
可
能
性
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

く
わ
え
て
、
こ
の
あ
た
り
の
注
は
、
白
居
易
の
『
白
氏
文
集
』
を
中
心
と
し

て
、「
長
恨
歌
」
に
関
す
る
漢
籍
の
出
典
が
目
立
つ
。
②
の
引
用
に
関
し
て
い

え
ば
、「
ケ
ヤ
ケ
キ
」
と
の
訓
読
に
く
わ
え
て
、
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
に
ま
つ

わ
る
李
白
の
「
清
平
調
詩
」
に
関
す
る
外
伝
で
あ
り
、
ま
た
⑤
も
「
長
恨
歌
伝
」

で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
『
河
海
抄
』
の
意
識
す
る
と
こ
ろ
に
、「
尤
物
」、
楊
貴

妃
の
物
語
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
楊
貴
妃
と
「
尤
物
」
の
語
に
つ

い
て
は
、
柳
瀬
喜
代
志
氏
の
論
に
詳
細
な
指
摘
が
あ
る
。
柳
瀬
氏
の
、「「
復
古
」

の
詩
と
長
恨
歌
傳
・
鶯
鶯
傳
に
見
え
る
楊
貴
妃
の
像
―
「
尤
物
」
―
と
い
う
語

を
め
ぐ
っ
て
―
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
（
２９
）

あ
る
。

―
樂
天
は
、
そ
こ
で
長
恨
歌
を
作
っ
た
。
そ
の
意
圖
は
、
た
だ
そ
の
こ

と
に
感
歎
す
る
だ
け
で
は
な
い
。「
尤
物
」
を
懲
し
、「
亂
階
」
を
防
ぎ
た

い
と
思
い
、
そ
の
意
を
將
來
に
傳
よ
う
と
し
た
の
だ
。
―

「
尤
物
」
を
こ
ら
し
め
る
、
懲
悪
に
よ
っ
て
世
の
亂
れ
の
も
と
を
將
來
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に
防
ぐ
た
め
に
「
長
恨
歌
」
は
作
ら
れ
た
と
解
説
す
る
。「
亂
階
」
は
、

詩
經
、
小
雅
の
巧
言
篇
に
見
え
る
語
で
あ
る
。「
長
恨
歌
」
の
創
作
の
目

的
が
儒
家
の
經
典
に
見
え
る
「
尤
物
」、「
亂
階
」
の
二
語
で
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、「
復
古
」
の
意
識
の
あ
り
か
た
を
も
示
し
て
い
る
。

楊
貴
妃
が
「
尤
物
」
と
い
う
呼
称
と
結
び
つ
い
て
、
文
学
作
品
に
描
か
れ
る

よ
う
に
な
る
背
景
が
こ
こ
で
は
示
唆
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、『
河
海
抄
』
の
「
け
や
け
し
」
に
関
す
る
理
解

も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。「
尤
」
を
「
ケ
ヤ
ケ
キ
」
と
訓
読

し
て
い
る
点
に
、「
尤
物
」
の
語
へ
の
意
識
を
読
み
と
る
と
、
そ
の
よ
う
に
も

思
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

五
、
ま
と
め
と
課
題

以
上
、『
河
海
抄
』
の
注
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。『
河
海
抄
』
の
研
究
に
つ

い
て
は
、
先
に
も
触
れ
た
吉
森
佳
奈
子
氏
や
松
本
（
３０
）

大
氏
に
詳
細
な
論
が
あ
る
。

吉
森
氏
は
『
河
海
抄
』
の
漢
詩
引
用
に
つ
い
て
、「『
河
海
抄
』
を
通
し
て
、
漢

籍
が
故
事
的
に
流
布
し
て
ゆ
く
空
間
が
あ
ら
わ
し
出
さ
れ
て
く
る
」
こ
と
を
述

べ
て
（
３１
）

い
る
。
本
稿
で
見
た
こ
と
も
、『
河
海
抄
』
の
漢
籍
受
容
の
一
環
と
し
て

理
解
し
て
よ
か
ろ
う
。「
長
恨
歌
」
や
「
長
恨
歌
伝
」
は
例
え
ば
『
太
平
記
』

に
も
見
え
る
も
の
で
（
３２
）

あ
る
。『
源
氏
物
語
』
の
藤
裏
葉
巻
の
該
当
場
面
の
理
解

に
お
い
て
、『
河
海
抄
』
の
中
に
楊
貴
妃
に
関
す
る
漢
籍
へ
の
意
識
が
あ
る
可

能
性
は
十
分
考
え
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

最
後
に
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
。『
源
氏
物
語
』
藤
裏
葉
巻

の
「
七
日
の
夕
月
夜
」
に
対
し
て
『
河
海
抄
』
は
、「
月
七
日
為
魄

初
学
記
」

と
の
注
を
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、『
初
学
記
』
に
は
合
致
す
る
記
述
は
な
く
、

「
人
日
」
の
項
に
、「
正
月
七
日
為
人
日
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
単
に
『
河

海
抄
』
の
間
違
い
と
片
付
け
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
。
さ
ら
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思
う
。

注
（
１
）
引
用
は
、『
契
沖
全
集
』
第
九
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
）
に
よ
る
。

（
２
）
市
島
謙
吉
編
『
源
注
餘
滴
』（
國
書
刊
行
會
、
一
九
〇
六
）
二
一
〇
頁
。

（
３
）
吉
森
佳
奈
子
『『
河
海
抄
』
の
『
源
氏
物
語
』』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇

三
）
に
詳
し
い
。

（
４
）
例
え
ば
、
松
本
大
「『
河
海
抄
』
の
『
万
葉
集
』
引
用
考
―
『
紫
明
抄
』

と
の
比
較
か
ら
」（『
学
芸
古
典
文
学
』
第
一
号

二
〇
〇
八
、
三
）
な
ど
。

（
５
）
以
下
『
源
氏
物
語
』
本
文
は
、『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
、

一
九
九
八
）
か
ら
引
用
し
た
。（
）
内
は
巻
名
・
巻
数
・
頁
を
示
し
て
い

る
。

（
６
）
引
用
は
、『
日
本
古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
、
一
九
七
六
）
に
よ
る
。

（
７
）
『
河
海
抄
』
の
引
用
は
、
玉
上
琢
彌
編
『
紫
明
抄
・
河
海
抄
』（
角
川

書
店
、
一
九
六
八
）
底
本
「
文
禄
本
」
に
よ
る
。
必
要
に
応
じ
て
、「
天

理
本
」、
天
理
圖
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
編
集
委
員
会
編
『
天
理
圖
書

館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
七
十
一
巻
河
海
抄
傳
兼
良
筆
本
二
』（
八
木
書

店
、
一
九
八
五
）
及
び
、
室
松
岩
雄
編
『
河
海
抄
・
花
鳥
余
情
・
紫
女
七
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論
』（
國
學
院
大
學
出
版
部
、
一
九
〇
八
）
底
本
「
宮
内
省
圖
書
寮
本
」

を
参
照
し
た
。

（
８
）
引
用
は
、
李
昉
等
編
『
太
平
廣
記
』（
中
華
書
局
、
一
九
六
一
）
に
よ

る
。

（
９
）
以
下
、
引
用
は
竹
田
晃
・
檜
垣
馨
二
『
緑
珠
伝
・
楊
太
真
外
伝
・
夷
堅

志
他
〈
宋
代
〉』
中
国
古
典
小
説
選
七
（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
七
）
に
よ

る
。
訓
読
も
こ
れ
に
依
っ
た
。

（
１０
）
引
用
は
、
長
澤
規
矩
也
解
題
『
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集

第
十
八
集
』（
汲

古
書
院
、
一
九
七
七
）
に
よ
る
。

（
１１
）
内
山
知
也
『
漢
籍
解
題
事
典
』
新
釈
漢
文
大
系
別
巻
（
明
治
書
院
、
二

〇
一
三
）。

（
１２
）
玉
村
竹
二
編
『
五
山
文
學
新
集

第
六
巻
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一

九
七
二
）。

（
１３
）
『
續
群
書
類
從
』
第
十
二
輯
下

文
筆
部
（
續
群
書
類
從
完
成
會
、
一

九
〇
五
）。

（
１４
）
市
木
武
雄
『
梅
花
無
尽
蔵
注
釈
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
三
）。

（
１５
）
中
川
徳
之
助
『
万
里
集
九
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
）。

（
１６
）
小
野
泰
央
「
五
山
文
学
の
自
注
―
『
梅
花
無
尽
蔵
』
を
中
心
に
―
」（『
中

央
大
學
國
文
』
第
五
三
号

二
〇
一
〇
・
三
）。

（
１７
）
内
山
精
也
「
万
里
集
九
と
宋
詩
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
漢
籍
と
日
本
人

九
三
号

二
〇
〇
六
・
一
一
）。

（
１８
）
『
唐
才
子
傳
』
に
は
、「
摘
其
清
平
調
中
飛
燕
事
。
以
激
怒
貴
妃
。」
と

あ
る
。
な
お
、
布
目
潮
風
・
中
村
喬
『
唐
才
子
傳
之
研
究
』（
汲
古
書
院
、

一
九
八
二
）の
解
題
に
お
い
て
、日
本
に
は
五
山
版
と
し
て
完
本
が
伝
わ
っ

て
い
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
１９
）
林
田
孝
和
・
原
岡
文
子
他
編
『
源
氏
物
語
事
典
』（
大
和
書
房
、
二
〇

〇
二
）
に
よ
る
。

（
２０
）
前
掲
吉
森
佳
奈
子
（
注
３
）
や
浅
尾
弘
良
「
准
拠
の
可
能
性
」（『
源
氏

物
語
の
准
拠
と
系
譜
』
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
四
）
な
ど
。

（
２１
）
金
孝
淑
「『
河
海
抄
』
の
和
と
漢
―
『
源
氏
物
語
』
の
世
界
を
読
み
解

く
―
」（
陣
内
英
則
・
横
溝
博
編
『
平
安
文
学
の
古
注
釈
と
受
容
』
第
一

集
、
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
〇
八
、
九
）
や
吉
森
佳
奈
子
「
漢
字
に
よ
る
和

語
の
注
の
空
間
と
『
河
海
抄
』」（『
国
語
と
國
文
学
』
第
九
一
巻
一
一
号

二
〇
一
四
、
一
〇
）
な
ど
。

（
２２
）
以
下
、『
文
選
』
及
び
「
眞
娘
墓
」、「
長
恨
歌
伝
」
は
『
新
釈
漢
文
大

系
』
よ
り
引
用
し
た
。
ま
た
、「
八
駿
圖
」
は

支
那
哲
學
研
究
會
譯
註

『
白
氏
文
集

上
巻
』（
菊
地
屋
書
店
、
一
九
一
一
）
よ
り
引
用
し
た
。

（
２３
）
河
野
貴
美
子
「
和
語
と
漢
語
が
紡
ぐ
文
―
古
注
釈
を
通
し
て
み
る
『
源

氏
物
語
』
と
『
白
氏
文
集
』
―
」（
仁
平
道
明
編
『
源
氏
物
語
と
白
氏
文

集
』
新
典
社
、
二
〇
一
二
）。

（
２４
）
『
日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
）。

（
２５
）
『
大
漢
和
辞
典

修
訂
第
二
版
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
九
）。

（
２６
）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
中
丸
貴
史
先
生
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。『
文

淵
閣
四
庫
全
書
』
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
（
迪
志
文
化
出
版
・
中
文
大
學
出
版
）

に
よ
る
。

（
２７
）
引
用
は
『
李
太
白
文
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
七
七
）
に
よ
る
。

（
２８
）
先
行
す
る
『
紫
明
抄
』
に
も
、「
尤
ケ
ヤ
ケ
シ
」
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
鈴
木
彰
先
生
・
原
克
昭
先
生
か
ら
は
、『
紫
明
抄
』・『
河
海
抄
』

に
先
行
す
る
、
中
世
の
類
書
の
類
の
影
響
な
ど
も
考
え
あ
わ
せ
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
と
の
御
助
言
を
賜
わ
っ
た
。
例
え
ば
、『
色
葉
字
類
抄
』
に

は
、「
尤
羽
求
反

ケ
ヤ
ケ
シ
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
、
さ
ら
に
考
え
る
べ
き
か

と
思
わ
れ
る
。
な
お
、『
色
葉
字
類
抄
』
は
中
田
祝
夫
・
峯
岸
明
編
『
色
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葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
索
引
』（
風
間
書
房
、
一
九
六
四
）
を
参
照
し
た
。

（
２９
）
柳
瀬
喜
代
志
『
日
中
古
典
文
學
論
考
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
）。

（
３０
）
松
本
大
「『
河
海
抄
』
巻
九
論
―
諸
本
系
統
の
検
討
と
注
記
増
補
の
特

徴
―
」（『
中
古
文
学
』
第
九
一
号

二
〇
一
三
、
五
）
や
、
同
「『
河
海

抄
』
の
注
記
形
成
と
二
条
良
基
―
『
年
中
行
事
歌
合
』
と
の
接
点
か
ら
―
」

（『
国
語
と
國
文
学
』
九
一
巻
、
八
号

二
〇
一
四
、
八
）
な
ど
。

（
３１
）
吉
森
佳
奈
子
「『
河
海
抄
』
と
説
話
」（
前
掲
注
３
）
二
五
三
頁
。

（
３２
）
柳
瀬
喜
代
志
「『
長
恨
歌
』『
長
恨
歌
傳
』
と
「
楊
國
忠
之
事
」
―
『
太

平
記
』
作
者
の
囊
中
の
漢
籍
考
―
」・「『
長
恨
歌
』『
長
恨
歌
傳
』
と
「
楊

國
中
之
事
」（
續
）
―
『
太
平
記
』
作
者
の
囊
中
の
漢
籍
考
―
」（
注
２９
）

に
同
じ
。

【
付
記
】
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
水
口
幹
記
先
生
に
多
く
の
貴
重
な
ご

教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
林
文
孝
先
生
に
は
『
李
太
白
文
集
』
や
漢

籍
の
引
用
に
関
し
て
の
懇
切
な
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

（
お
お
た
け
あ
か
り

大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
学
生
）
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